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ボ ラ ンテ ィ ア の 未来を再論す る とい う こ と

山　口　洋 典

　 （同 志 社 大 学 ）

　 「ボ ラ ン テ ィ ア の 未 来」 こ れ が 本 号 の 当初 の 特集名 で あ っ た 。 本誌 『ボ ラ ン

テ ィ ア 学研 究』は 、 今回 で 10号 とい う区切 りを迎 え る 。 ち ょ うど前号 が 「ボ ラ

ン テ ィ ア の 現在 」 で あ っ た と い うこ と もあ り 、 そ れ に続 く号 は 「ボ ラ ン テ ィ ア

の 未 来」 だ ろ う 、 こ の こ とが 編集委員 の あ い だ で 、 迷 わず に 合 意 が得 られ た の

で あ っ た 。 しか し、 これ ま で の 特集名 を 見直 して み た と こ ろ 、既 に 第 2 号 に お

い て 、 す なわ ち 2001年 に 「ボ ラ ン テ ィ ア の 未 来 」 と掲 げた 特集 が組 まれ て い た

た め 、 「再 論 　ボ ラ ン テ ィ ア の 未 来 を 問 う」 と掲 げ る こ と と し た 。

　 2001 年 に 本誌 に お い て 議論 され た 「ボ ラ ン テ ィ ア の 未 来」、 そ れ か ら約 10 年

を 経 て 、 今 回 、 再論 し て い く背景 を確 認 して お くこ とに し よ う。 結論 か ら言 え

ば 、 要点 は 3 つ に ま と め られ る だ ろ う。 まず は （1）少 子 高齢化や 高度 情報社会 の

進 展 を は じ め とす る社 会環 境 の 変化 、続 い て （2）そ れ らの 社 会環 境 の 変化 に伴 う

ボ ラ ン テ ィ ア の 活 動領域 の 拡張 、 そ して （3）活 動領 域が 拡張 して い く只 中に お い

て ボ ラ ン テ ィ ア に 関す る実 践 的 研 究 に取 り組 む 研 究者 の 台頭 、こ の 3点 で あ る 。

以 下 、 順 に 概括 す る こ と と し た い
。

　言 うま で もな く、 こ の 10年 、社会環境 は 大 き く変化 を し て き た 。 社会 心 理 学

の 中で もグル ー プ ・ダイ ナ ミ ッ ク ス を専 門 とす る筆者 の 関心 に 基 づ くな らば 、

少 子 高齢化 と高度 情報社会 の 進 展 は 、

コ ミ ュ ニ テ ィ の 動 態 を左 右す る構成 要素

を
一

変 させ た 。 例 え ば少 子 高齢化 は 家族 の か た ち を 変え 、 団塊 の 世代 の 社 会参

加 の 促進や 、
こ ど もた ちの 多様 な育 ちの た め に NPO に よ る 「フ リー ス ク ー

ル 」

等 の 設 置 、 そ の 他 、 地 域 ぐ る み に よ る結婚 支援 活動 「コ ン カ ツ 」 の 展 開 な ど、

枚 挙 に い と まが ない 。 こ の よ うに 市民 の 自主 的 、 自発 的 、 主体 的 、積 極 的 な 取

り組 み 、 す な わ ち ボ ラ ン タ リ
ー

な活 動 に お い て 、 電子 メ ー
ル 、 ホ ー ム ペ ー ジ 、

プ ロ グの 利用 は特別 な もの で は な く 、 昨今は mixi や Facebook 、 そ し て ツ イ ッ タ

ー
な ど 、 多彩 な ツ

ー
ル が 駆 使 され て き て い る 。

　 こ うして 新た な活 動の テ
ー

マ が 立 ち起 こ り
、

こ れ ま で の 活 動 で も新 た な形態

が 現 場 に 導入 され て い っ た こ と に よ り 、
ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 裾野 は

一
定広 が っ

て きた 。そ もそ も 日本 で は 民 法制 定以 来、 100 年 に わた っ て 、非 営利 の 公 益活 動

に は 官に よ る 許可が 必 要 と され て きた 。 しか し 、 1998年に 特定非営利 活動 促進

法 （NPO 法） とい う法制度 が 生 ま れ た こ とで 、 ボ ラ ン テ ィ ア に よ る 組 織的 な事
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業活 動を推進 して い くた め の 基盤 が整 え られ るこ と とな っ た。
2001 年 10 月 に は

4
，
966法 人で あ っ た NPO 法人 は 2009 年 の 10 月 に は 38

，
397法 人 に増 え る

一 方 、

財 団法人 と社 団法人 をあわせ た公 益 法人 数 は 2005 年に NPO 法人数に 逆転 し て

以 来 、2001 年 9 月 の 26，183法 人 か ら 2009年 9E の 23
，
856 へ と 、微減 の 傾 向を

確 か な もの と して い る 。 こ の よ うな法 制度の 変化 に 重 ね つ つ 、 ボ ラ ン テ ィ ア の

活 動領域 は い か に 拡 張 され て きたか 、い くつ か の 統計 か ら見 て み る こ とに し よ う。

一 公益法人 （全国）　　 “ “ 鷺　NP◎法人 （全圜）
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図 1 法人 数の 推移

　内 閣府 の 経 済社 会 シ ス テ ム 担 当は 、毎年 、 無 作為 に 抽出 した 5
，
000 人 を対象に

「国民 生活選 好度 調査 」 を毎年行 っ て い る 。 平成 21 年 度国民生 活 選好 度調査 の

結 果に よれ ば 、
「ボ ラ ン テ ィ ア 等へ の 参加 1 を して い るの は 16．6％ で あ り、 「今

後 は もっ と活 動 を増や し た い 」 と し た 人 が 10．9％ 、
「今 後 は活 動 を減 ら した い 」

と した 人が 5．7％ と 、 辞 め る 自発性 に つ い て も
一

定、根 付 い て きた こ とが 明 らか

と な っ て い る （n ≡ 2
，
822）。 10 年 前 、

「ボ ラ ン テ ィ ア と国民 生 活 」 と掲 げ た 平成

12年度 の 調 査 に お い て は 、現在参加 して い る との 回 答が 8．5％で あ っ た （n　・3
，
972）

こ とを鑑 み れ ば 、 ボ ラ ン テ ィ ア 人 口 は増加 傾 向に あ る と言 え よ う。 さらに 、 阪

神 ・淡 路大震 災か ら 5 年 を経た 時点 で の 調 査 にお い て 、震 災以 後 に活 動 を始 め
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た 人 々 が確 か な もの とな っ て い る こ とか らも 、
ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 が ボ ラ ン テ ィ

ア を誘発 す る傾 向 も ま た 、 見 て 取 る こ とが で き る。

● 潔 ラ ン テ イ ア活 勁 を轟在
…

・

  ＿ ｛欝

・して い な い

　 （鵬 ．3％ ： 3，628人 〉

・
大震災以 繭に だ け

　 （9．§5％　：379入｝

・
湖 去 に し た こ とが あ る 　

・
大震災 以後 に だ け

　 〔22，6％ 二 B99人 ）　　 　 　 　 （4．8％ ： 189人 ｝

・：れ まで に した こ とは ない

　 （fi8．7％ ：2，72S人 ）

・大震 災以 壁 も以観 も

　 （8．396 ：330八｝

（餬 考 ） ｛． （ ） 内の 数 1直は （で匍礎i箒 者 3，972入 に 占め る劉 合 ：翻 算者 数） を 髭 す 。 無囲篝 煮が そ れ ぞ れ の

　 　 　 設 鵑 に 存 探 す るた め 、内駅 を瑳 して も合 巍 に 一・致 しな い 場 合 が あ るc

　 　 2．飆査時点は 2000年 5〜6 月。

　　 　　 図 2　ボラ ンテ ィ ア活動経験者の 時期別活動者割合

（経 済企画庁 国民生活局 「平成 12年度 国民生活選好度 調査」 要 旨 p6 よ り）

　ま た 、 統 計 法 に基 づ き 定 め られ た社会 生 活 基 本調査 規則 に よ っ て 1976年以 来

5 年 に
一

度 実施 し て い る 「社 会 生 活基 本調査 」 に よ れ ば
、 最新 の 平成 18 年度 の

結果 で は 「ボ ラ ン テ ィ ア 活動 」の 行動者 数 は 2972 万 2 千 人 と推 計 され た 。 ま た 、

行 動者率 は 26．2％ と され て お り、5 年 前 よ り も 2．7 ポ イ ン ト低 下 した こ と で 「ボ

ラ ン テ ィ ア 行 動 率 は 低 下傾 向」 に あ る と示 され た 。 し か し 「平均 行動 日数 はす

べ て の 種 類 で 増加 」 し て い る とあ る 。 そ こ で 、 個 人 と し て の 行動 率 は 低 下 し つ

つ も 、 その 平 均行 動 日数 が 増加 し つ つ あ る とい うこ とか ら 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動

へ の 社会基 盤 は
一

定 、 充 実 し て きた と捉 えて よい だ ろ う。

　阪 神 ・淡路大震 災 を経て 、 ボ ラ ン テ ィ ア は 「先駆 者」 の 時代 か ら 「大衆化」

の 時代 に 入 っ た 、 と指 摘 され て い る （杉 万 2006）。 無論 、 大 衆化 とは 、 誰 もが

ボ ラン テ ィ ア に取 り組 む状 態 を指す の で は ない
。 言 わ ば 「なぜ ボ ラ ン テ ィ ア を

す る の か 」 で は な く 「どん なボ ラ ン テ ィ ア なの か 」 とい っ た 問い が 、 ボ ラ ン テ ィ

ア に投げか け られ る時代 と言 え るだ ろ う。 で は 、 社会環境の 変化 の 中で 、 ボ ラ ン

テ ィ ア は 大 衆化 の 先 、 例 え ば普遍 化 が もた ら され る と考 えて よい の だ ろ うか 。
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　　 　 　 　 寰ちづ くりの ための 活勲

　　　自然や環境を守るための 活動

　　　　　 子供を対象とした活動

　　　　 安金な｛　−pt．のための 活動

　　　　　罐『齢者を対象 とした活動

健藻や医療サービ ス に関係した活動

　　　　　障審者を対象とした活動

　　　　　　 災害に 関係 した 活動

G 5 10 15 （％）

注 ：平戒13年 と比 較可能な種類を表章。

　　　　図 3　 「ボ ラ ン テ ィ ア活動」 の 種類別行動者率
（総務省統計局 「平成 18 年度社会生活基本調査」 概要 p19 よ り）

　 　 　 　 高齢者 を 対 象 とした 活勤

　　 自然や環境を守るための 活動

　　　　 瞳尋葵者を対胃象とした活 動

　 　 　 　 　 子供を対象 とした活 動

　　　　 安全な徴活の た め の活動

健康や医療サ
ー

ビ ス に 関係した活動

　 　 　 　 　 まち づ くりの ため の 活 動

　　　　　　 災霧に 闘係 した 潸 勸

0 5 EO 15 2e 25 30 35
く日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 注 ： 平成 13俸 と姥 較可能な穂類を表 章 。

　　　図 4　 「ボラ ンテ ィ ア活動」 の 種類別平均行動 日数

（総務省統計局 「平成 18年度社会生活基本調査」 概要 p20 よ り）

　唐 突 な比 較か も しれ な い が 、
マ

ー
チ ン ・ トロ ウの 高等教 育発展 過程 論 を参 考

に して み る と 、 高等教育で は 入学者 が該 当年齢 人 口 の 15 パ ー セ ン トを越 えた と

き 、
エ リー ト段 階か らマ ス 段 階 、す な わ ち大 衆化 が 進 む とされ て い る。 上 述 の

社会生 活 基本調 査 の 結果 を踏ま え る な らば 、 日本 は 確か に ボ ラ ン テ ィ ア の 大 衆

化 の 時代 に あ る。 加 えて トロ ウは 入 学者 が 該 当年齢人 口の 50％ を越 え た とき、
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そ れ を ユ ニ バ ー
サ ル 化 と呼 ん だ 。

ユ ニ バ ー
サ ル 化 を 迎 え た 大 学 は 、 そ の 先 に ど

の よ うな 未 来 を 見た の か 、

一
つ

、 ボ ラ ン テ ィ ア の 未 来 を 再論 す る に あ た っ て の

手 が か りが 、
こ こ に あ る と は 言 えな い だ ろ うか 。

　2010 年 7 月 22 日 、 日本 学術会議 は 「大学教育の 分 野別 質保証 の 在 り方 に つ い

て 」 を発 表 し た 。 そ こ に は 、 ユ ニ バ ー サ ル 化 を 迎 えた 日本 の 大 学 は 、　 「社会 の

様 々 な 『現場 』 を 、 職 業人 と して 、 また 同時 に 市 民 と し て 担 っ て い くこ とに な

る とい う白明 の 事実 を想起す れ ば 、 社会か ら隔絶 し た存在 （中略 ） で は な く 、

学 生 た ち が今 後 の 社会 を担 っ て い く一kで （中略 ）
一

層重 要 な役 割 を果 た す べ き」

（p．65）と記 され て い る。大学 の 役 割 とボ ラ ン テ ィ ア 関 係 団 体 の 役 割 を 同 じ位 置

に置 く こ とは 筋違 い か も しれ ない が 、 前掲の 飲用 部分 に お け る 「学生 」 を 「ボ

ラ ン テ ィ ア 」 に 置 き換 え て み る と 、 誰 もが ボ ラ ン テ ィ ア に 取 り組 む 、 ボ ラ ン テ

ィ ア の ユ ニ バ ー サル 化が 到 来 した と き、　 「ボ ラ ン テ ィ ア た ちが今 後 の 社 会 を担

っ て い く」 と想 像 し て み て は ど うだ ろ う。 少 な く と も 、 ボ ラ ン テ ィ ア が 大 衆化

を迎 えて い る 今 、 ボ ラ ン テ ィ ア を取 り巻 く各機 関 は 、社 会 の 担 い 手 と し て ボ ラ

ン テ ィ ア が 一 定 の 役割 を果 た して い くた め に 、何 をなす べ きか 、何 をなす べ き

で は ない の か 、 それ ら を大 い に 議論 して よ い の で は な か ろ うか
。

　 ボ ラ ン テ ィ ア の ユ ニ バ ー サル 化 を想 像 して の こ とで は ない か も しれ な い が 、

ボ ラ ン テ ィ ア の 大 衆化 の 時 代 、 そ の 活 動領域が 拡 張 して い く只 中に お い て 、 ボ

ラ ン テ ィ ア に 関す る実 践的研 究に 取 り組 む研 究者が 台頭 しつ つ あ る 。 そ の 証左

は 、本誌 の 投稿者 とそ の 題 名等 に 見 る こ とが で き る 。 と りわ け 、 ボ ラ ン テ ィ ア

元年 と呼 ばれ た 1995 年 か ら数 えれ ば 、 ボ ラ ン テ ィ ア 15 年 を迎 えた 今 、 当時の

ボ ラ ン テ ィ ア た ちが研 究者 の 道 へ と歩み を進 め て い る。 そ し て 、 研 究者 に な る

こ とが双 六 の 「あ が り」 の よ うに は 位 置づ け られ て は い な い
。 実 は 筆者 もま た 、

学 生 か ら立場 を変 え つ つ も 、 改 め て 現場 と豊か な関係 を醸成 し 、 実践 的研 究 を

進 め る
一

人 で ある 。

　 「ボ ラ ン テ ィ ア の 未 来 」 を特集名 に掲 げた 2001 年 は 、国連 の 「ボ ラ ン テ ィ ア

国 際年」 で あ っ た 。 あれ か ら 10 年 、国 際ボ ラ ン テ ィ ア 学 会 が 「ボ ラ ン テ ィ ア の

未 来」を再 論す る あた っ て は 、
2 編 の 特集論 文 が所収 され る こ と とな っ た 。 ま た 、

会長 か らは lo 号 とい う区切 りに あ た っ て 、創 設 当 時 を 回 顧 す る 寄稿 を 得 る こ と

が で きた 。 こ れ らを通 じて 、 本 特集 で は 、 国際 ボ ラ ン テ ィ ア 学会 の 未 来 を も 、

何 らか の か た ちで 展 望 で き な い か と試 み て い る 。

　竹 端論文 で は、 「ノ ー
マ ライゼ ー シ ョ ン の 原 理 」 を成文化 した ス ウェ

ー デ ン 人

の ベ ン ク ト ・ニ ィ リエ の 社 会起 業家 して の 意 味 に着 目 し 、 ボ ラ ン タ リ
ー ・ア ク

シ ョ ン を通 じた 制度 の 未成熟 へ の 打開策 に つ い て 、改 め て オ ッ ト
ー ・シ ャ

ー
マ

ー

に よ る U 理 論 で 再 解 釈 した 、 意欲 的 な論 文 で ある。 そ して 、 多様 な文 献 の 渉猟
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と 、 筆者 に よ る イ ン タ ビ ュ
ー 内容 を通 じ て 、 障害者福 祉 分野 に お い て 「生産 様

式 を革新 ない し革命化」 し た 成果 を導 く こ との 戦略 的 な含意 を 明 らか と した 。

さ ら に 、 戦 略性 に 基 づ い た 生 活様 式 の 刷 新の た め に は 、 個人 レ ベ ル に 留 ま らな

い ボ ラ ン タ リ
ー ・ ア ク シ ョ ン に よ る新た な社会 的秩 序 の 形成 が 重 要 で ある と、

ボ ラ ン テ ィ ア の 未来 像 が 明 示 され た 。

　山ロー中上 論文 で は 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 が組 織 的に 導 入 され 、 活動 の 促進 が 業

務 の
一 環 と して 明 確 に位置 づ け られ て い た 院 内 に お い て 、 ボ ラ ン テ ィ ア を含 め

た コ ミ ュ ニ テ ィ が どの よ うな有 り様 を呈 して い る の か に 迫 っ た ア ク シ ョ ン リサ

ー チ が ま と め られ て い る 。 そ の 特 徴 と して 、 部署横断 的で 機動力 の あ る組織 を

設 け 、 専従職 員が 置 かれ た こ と を挙 げ 、 共 同体の 構 成員 が ピ ア レ ビ ュ
ー を重 ね

なが ら 自律的 な管理 運 営が な され て い る こ とを示 し た もの で あ る 。 また 、 そ うし

た 事柄 が 大 きな特徴 と して 取 り上 げ られ る必 然性 を 、 米国等の 事例 の 例証 と 、

複 数 の 理 論 的観 点 か ら明 らか と し て い る。 そ こ に は 、
ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 支援

が 明確 な業 務 と して位置づ けれ た か らこ そ 、 脱 ・動員 と し て の ボ ラ ン テ ィ ア 、

っ ま り竹端 論文 に重 ね る な らば 、 病院内の 革新や 変革の た め の ボ ラ ン タ リ
ー ・

ア ク シ ョ ン へ の 参加 を促 して い くこ とが 重要 とな る こ とを示 して い る 。

　竹端論文 と山 ロー中上 論 文 は 、 と もに隅谷 賞の 受賞者 に よ っ て 著 され た とい う

共 通 点を有 して い る 。 そ して 、 偶然 に も 、 大 阪 大学大 学院人 間科学研 究 科の ボ

ラ ン テ ィ ア 人 間科 学講座 の 修 了 生 で あ る 。 なぜ 、 そ の 二 人 が ボ ラ ン テ ィ ア の 未

来 を再論 し て い くこ と とな っ たの か 、 そ の 端 緒が 、 会長の 寄稿文 に 見 る こ とが

で き よ う。 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 当事者に 寄 り添 っ て きた 行 動的 で 実 践 的な研 究

者が 輩 出 され る素地 が 見 い だ され る こ とを願 うとこ ろ で あ る 。

　惜 しむ らくは 、 国 際分野 の 活 動 に 照射 した 特集論文 を所 収す る こ とが で きな

か っ た こ とだ 。 た だ 、
こ の 点 につ い て は 、 拙稿 （山 口 2009）で も積 極的に 取 り

上 げた とお り 、 国 際分野 の 活 動 を通 じて ま とめ られ た 『ボ ラン テ ィ ア 未 来論』（中

田 2000 ）に あ る 、
ボ ラ ン テ ィ ア を続 け る上 で 欠 かせ ない 「不 断 の 自己 開示 と自

己 変革」 とい う指摘 が 、 二 編 の 論 文 に お い て 取 り上 げ られ た フ ィ
ー

ル ドか ら紡

ぎ出 した知恵 と 、 見 事 に符 合 して い る こ とに 注意 を向け て お きた い 。 ボ ラン テ

ィ ア 元 年 か ら 15 年 、 ボ ラ ン テ ィ ア 国 際年か ら 10年 、 最早 、 ボ ラ ン テ ィ ア の 未

来 に 関す る議 論は 、 活動 分野 ご とに 閉 じた もの で は な く 、 む し ろ 、 開 か れ た 知

へ と編み 上 げ て い く こ との で きる 水 準 に達 し て い る こ とを確認 し 、 次 の 再論 の

機 会 へ の 展 望 を開 くこ と とした い
。
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